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中国四国防衛局

職員採用広報活動

在日米軍基地で勤務する従業員募集のお知らせ

【採用担当から皆さまへ】
地方防衛局の仕事について皆さんに知っていただきた
く、是非、説明会にお気軽にご参加ください。
“丁寧でわかりやすい”業務説明と“どんなことでも聞
けるような温かい雰囲気”での座談会を心がけていま
す！
また、学校等への出張説明会を行うことも可能です。
ご要望などがありましたらお気軽にお申し付けください。
【お問い合わせ先】

中国四国防衛局総務部総務課人事係採用担当
☎０８２－２２３－７１０５（直通）

【２０２７年の国家一般職採用試験（大卒程度）日程】
来年の国家一般職採用試験（大卒程度）は例年より１ヶ月程度前倒しして実施されます。

・申込受付期間 ２月上旬～３月上旬
・第１次試験日 ５月２日（日）
・第２次試験日 ６月上旬～６月中旬

採用情報は
QRからも
ご確認いただけます。👉

【２０２６年度業務説明会～人事院主催～】
・業務説明会（高卒程度）
令和８年１０月８日（木）～９日（金）オンライン

・国家公務員ガイダンス（大卒程度）
（１）令和８年１０月１７日（土） ０９：００～１７：００ オンライン
（２）令和８年１１月１１日（水） １２：３０～１６：２５ 岡山大学
（３）令和８年１２月１２日（土）１２：３０～１６：２５ 広島大学
（４）令和８年１２月１９日（土） １２：３０～１６：２５ 山口大学
（５）令和８年１２月２３日（水） １２：３０～１６：２５ 広島修道大学
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防府航空祭～幸せます防府～
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美保基地航空祭
令和８年5月２４日（日）
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表紙について
令和８年５月24日（日）
美保基地航空祭 「ブルーインパルスによる展示飛行」

ブルーインパルスによる展示飛行

Ｂ－７７７ 政府専用機 第３輸送航空隊による展示飛行

ブルーインパルスによる展示飛行

航空学生によるファンシードリル展示

救難展示
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美保基地航空祭 令和８年版防衛白書刊行

防府航空祭 ～幸せます防府～

令和８年５月２４日、鳥取県境港市の航空自衛隊美保基地で美保基地航空祭が開催されました。
Ｃ－２輸送機やKC－46A空中給油・輸送機などが多数地上展示されるとともに、ブルーインパ
ルスの展示飛行が行われ、華麗なアクロバット飛行や一糸乱れぬ編隊飛行に大きな歓声が上がり
ました。来場した約３万５千人の家族連れの方々や航空ファンが、陸・海・空各自衛隊の活動を
間近に感じられる多彩なプログラムを楽しんでいました。

令和８年６月７日、山口県防府市の航空自衛隊防府北基地で防府航空祭が開催されました。T-７
練習機などが地上展示されるとともに、ブルーインパルスの展示飛行が行われました。あいにくの
天気にもかかわらず来場した約１万２千人の家族連れの方々、航空ファンなど幅広い層が楽しめる
一日となりました。

Ｃ－２ 輸送機 ＫＣ－４６Ａ 空中給油・輸送機

Ｔ－７ 練習機 ブルーインパルスによる展示飛行

ブルーインパルス Ｐ－１ 哨戒機

防衛白書は、昭和４５年に初めて刊行され、
昭和５１年以降毎年刊行しており、できる限り
多くの皆様に、できる限り平易な形で、わが国
の防衛の現状とその課題及びその取組について
知っていただくことを目的としています。

令和８年版防衛白書は、「未来につながる安全保
障」をテーマとし、防衛装備移転三原則を改正し、
「三文書」の前倒し改定を行う節目の年の白書とし
て、安全保障政策が広く国民の未来につながってい
る点や、新しい戦い方などについて記述しています。

また、わが国周辺国の軍事動向などわが国を取り巻く安全保障環境や、防衛省・自衛隊の取組、
米国をはじめとする各国との協力などについてまとめています。

一般の書店等でも販
売されているほか、
防衛省ホームページ
からも御覧いただけ
ます。

本白書の表紙は「未来につながる安全保障」のテーマのもと、わが国の未来へ希望を持てるよ
うなデザインとしています。
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第４１回防衛問題セミナー（広島県広島市） 広島大学での講義

中国四国防衛局による広報活動（美保基地航空祭）

今後も、防衛問題セミナーを通して、日本を取り巻く安全
保障環境の変化と多様化する危機に対する理解を深めるとと
もに、併せて、防衛省・自衛隊の取組について、広く知って
いただけるように取り組んでまいりますので、お近くの自治
体で開催の際には、お気軽にお越しください。

令和８月７月９日、広島市内の広島県民文化センターにて、第４１回防衛問題セミナー（後援：
広島県、広島市 協力：自衛隊広島地方協力本部、陸上自衛隊海田市駐屯地、海上自衛隊呉地方総
監部）を開催しました。
広島市での開催は令和３年以来６回目となる今回の防衛問題セミナーでは「日本の安全保障と危
機管理」をテーマに慶應義塾大学総合政策学部教授 北川敬三 氏、拓殖大学地方政治行政研究所特
任教授・防災教育研究センター長 濱口和久氏のお二方にご講演いただき、約３３０名の方々が来
場されました。

主催者挨拶 中国四国防衛局長 深和 岳人
広島県民文化センターの様子

はじめに、本セミナー主催者の深和局長から開会
の挨拶を行い、今回のセミナーは２部構成で実施し
ました。

第１部として、北川教授から「国家は危機にどの

ように備えるのか―フォークランド戦争の教訓と
日本の安全保障」と題して、危機への備えとは、平
時に国家総力を高め、主体的に国を守る覚悟と能力
を育てることであり、フォークランド戦争の教訓を
踏まえ、この平時の準備こそが勝敗や国家の存立を
左右するという事実を改めて突きつめた内容のご講
演をいただきました。

第２部は、濱口教授から「日本の危機管理体制に
必要な視点 自然災害～安全保障まで」と題して、
日本は、過去の災害や国際情勢の変化を踏まえ「平
和が当然」という思い込みを捨て、あらゆる危機を
想定した備えを平時から進めるべきで、危機管理体
制をオールハザード型へ転換する必要性などについ
て、ご講演いただきました。

聴講された方々からは、「メディアを通して何と
なく聴いていた事が身近なこととして感じることが
できました」「国難、危機に対する意識を持つきっ
かけになりました」「初めて参加しましたが、専門
に研究されている方の話を聞けて、大変有意義でし
た」「このような機会を設けていただき感謝しま
す」などといった感想や意見をいただきました。

防衛問題セミナーのご案内については、中国
四国防衛局ホームページでご確認ください。

慶應義塾大学 北川敬三教授

拓殖大学 濱口 和久特任教授

令和８年７月１日及び２日、深和局長が広島大学の学生を
対象として、広島市内の東千田キャンパスにおいて講義を行
いました。
講義は「防衛力の抜本的強化に向けて ～我が国を取り巻
く安全保障環境の実情～」と題し、北朝鮮・中国・ロシアの
軍事動向、ウクライナ侵略の状況など、わが国を取り巻く国
際情勢を説明し、防衛力の変革の方向性（スタンド・オフ防
衛能力、無人アセット防衛能力、施設の強靱化など）や同志
国との連携（現状、課題と方向性）など、わが国の安全保
障・防衛政策に関する講義を行いました。
講義後は、学生から多角的な視点による質問を受け、深和
局長は、背景も交えながら、丁寧に回答、活発な質疑応答が
行われました。学生は、ニュースや授業で触れる機会の多い
テーマであることもあり、真剣な表情で聞き入っていました。
学生からのレポートでは「宇宙、サイバー、電磁波、AI、
無人機など、技術の発展に合わせて防衛の在り方も変化して
いることがよく理解できた」「『攻撃すると面倒』という言
葉が特に印象的で、大国に囲まれた日本だからこそ独自の対
策が必要であることがわかりました」など、多くの感想があ
りました。
今後も、学生や地域の皆さまとの対話の機会を大切にし、
防衛政策や自衛隊の活動の理解促進に努めてまいります。

中国四国防衛局長 深和 岳人

昼間の講義（７月２日）

５月２４日、「美保基地航空祭」での広報ブー
スでは、多くの来場者が立ち寄り、職員の説明に
熱心に耳を傾ける姿が見られました。特にポスト
カードは、子供から大人まで幅広い層に好評で
「全部ほしい！」「家で飾ります」といった声が
寄せられました。
また、採用パンフレットを見た高校生や親御さ
んからは「どのような職種があるのか」「転勤は
あるのか」「東京で勤務することはあるのか」な
ど具体的な質問があり、職員が丁寧に説明を行い
ました。
広報誌を受け取った来場者からは「普段知る機
会の少ない色々な取り組みが分かりやすく紹介さ
れていて興味深いです」「地域との連携がよく伝
わりますね」といった感想が寄せられ、防衛政策
への理解促進に繋がる有意義な場となりました。

中国四国防衛局では、防衛省・自衛隊の各種政策や活動をより広く国民の皆様に知っていただく
ため、基地・駐屯地の記念行事等において、採用パンフレット、各種装備品のポストカード等を配
布するなど、広報活動を実施しています。

今後とも、防衛政策や自衛隊の活動等、広く知っていただけるように、積極的に取り組んでま
いりますので、ご来場の際にはお気軽にお立ち寄りください。
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令和８年度優秀工事及び優秀業務 調達部長顕彰 中国四国防衛局調達部 装備課 の紹介

令和８年７月２３日、令和８年度中国四国防衛局の優秀工事及び優秀業務の顕彰状の贈呈式を
行いました。
この顕彰は、技術・品質が優れ他の模範となるにふさわしい工事・業務及び技術者を顕彰する
ことにより、入札参加者の受注意欲を高め、建設工事及び工事目的物の品質確保・向上を図ると
ともに、施設取得の円滑な推進に資することを目的としています。
優秀工事８社、優秀業務６社、合計１４社の企業、及び優秀工事技術者８名、優秀業務技術者
６名、合計１４名の技術者の皆様に池田調達部次長から顕彰状の授与が行われました。

優秀工事で顕彰された企業の代表者 優秀業務で顕彰された企業の代表者

（株）アース開発コンサルタント
秋月（４）護岸(0410)改修土木

その他工事監理業務

（上野 好一郎）

優秀工事（優秀技術者）

優秀業務（優秀技術者）

艦の巨大な錨

当局装備課が担当した装備品等

輸 送 艦自走りゅう弾砲今岡工業（株）
出雲（５）給油施設新設等土木工事

（松浦 洋之）

（株）金田工務店
米子（６）宿舎改修建築工事

（鈴木 裕）

山陽建設工業（株）
山陽（６）法面整備工事

（田村 和也）

（株）島谷建設
徳島（６補）宿舎改修建築その他工事

（杉野 哲郎）

東亜建設工業・大本組ＪＶ
秋月（４）護岸(0410)改修土木

その他工事

（山本 一仁）

大成設備・橋本工業所ＪＶ
美保（５）格納庫等新設機械工事

（矢嶋 桂介）

(株)福永建設工業
高尾山（６）外柵整備工事

（山野上 広志）

中電工・岡田電工ＪＶ
美保（５）格納庫等新設
電気その他工事

（岩田 英人）

日本工営（株）
呉外（６）吉浦燃料貯蔵施設等

調査検討

（池谷 正）

(株)車田建築設計亊務所
海田市（６）庁舎新設建築設計

（高垣 真仁）

(株)村田相互設計
１術校（６）庁舎屋根等改修

建築設計

（松浦 功）

(株)総合設計コンサルタント
善通寺外（６）隊庁舎新設等

設備設計

（陰山 和桂）

パシフィックコンサルタンツ(株)
美保外（５）防衛施設整備

監理業務

（和氣 英雄）

調達部装備課は、防衛装備庁が契約した自衛隊の任務遂行に必要な装備品の製造に係る監督検査等
の業務を行っています。管轄区域は、当局の管轄区域と異なり、広島県、島根県及び山口県の下関市を除
く地域であり、四国地方と岡山県、鳥取県は玉野防衛事務所が、下関市は九州防衛局長崎支局がそれぞ
れ担当します。
当課は、人事やその他管理業務等は中国四国防衛局が行い、また、装備品等に係る監督検査等業務は、
防衛装備庁の指揮監督下に入ります（状況に応じて対応する『器用な課』と言われる所以です。）。
それでは下記のとおり装備課業務を紹介します。

１ 監督・検査業務
製造会社が装備品等を製造する際、材料や部品、工程や進捗状況などを確認し、適正な履行の確保を
図るための監督を行います。そして、工程の最終段階で、完成品が要求される機能・性能等に合致してい
るかを検査して合否を判定します（完成検査）。合格した場合は、工場から出荷されて受領部隊等に搬送
され、そこで数量や外観を確認（受領検査）し、納入・受領となります。

２ 原価監査業務
製造会社が製造のために支出した材料や部品に係る経費が適正であったのか、契約相手方が提出し
た資料等により確認し、その適否を審査します。

３ 秘密保全業務
秘密等に指定された装備品の製造等を委託する場合、契約書の特約条項に基づき、製造会社に秘密
保全に必要な保護体制や措置をとらせるとともに、毎月１回保全検査を行い、秘密の保護状況を管理・指
導します。

４ 情報セキュリティ監査
保護すべき情報が含まれる、または、含まれることが予想される装備品の製造等を委託する場合、契約

書の特約条項に基づき、製造会社に保護すべき情報保全のため必要な情報セキュリティ対策を実施させ
るとともに、年１回以上情報セキュリティ監査を行い、情報セキュリティ対策の適切性、有効性等を確認しま
す。

５ 政府品質管理業務
日米間の枠組みに基づき、米国が日本国内で行う装備品等の品質管理業務を米国に代わって実施し
ます。

装備品の写真よりも、Xで使っている
職員による検査の様子がわかる写真
できるだけ多くの写真を使って欲しい

電気の動作確認 長さの確認
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海上自衛隊の公式アクロバット飛行チーム「ホワイトアローズ」
小月航空基地の操縦教官チームで曲技飛行を披露しました。（表紙写真参照）
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奈 義 町 共 同 墓
( 除 幕 式 )

施設全景

令和８年度中国四国防衛局長感謝状贈呈小型無人機等飛行禁止法の改正について

補助事業による完成施設の紹介（境港市・わたり保育園）

重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する法律（平成28年法律
第9号）について、令和8年6月17日に改正法が成立し、同月24日に同法公布、7月14日から同
法及び告示が施行されました。

対象防衛関係施設及びその周辺の地域の上空にお
ける小型無人機等（ドローン等）の飛行は原則禁止
であり、飛行を行おうとする場合には施設管理者の
同意を得る等所定の手続きが必要です。

令和8年5月1２日、深和局長は津山防衛事
務所を訪れ、谷口圭三前岡山県津山市長に対
して、局長感謝状を贈呈しました。

谷口前津山市長におかれては、平成３０年
２月から令和８年２月までの間、陸上自衛隊
日本原駐屯地及び日本原演習場の安定的な運
用の確保のため、御理解・御協力を頂くとと
もに、防衛省・自衛隊と住民の皆様との良好
な協力関係の構築に多大な貢献をされてきた
ことから 、このたび、感謝の意を表したもの
です。

（谷口圭三 前津山市長）

谷口圭三 前津山市長からひとこと
このたびは、栄誉ある感謝状を賜り、大変光栄に存じます。
日頃より自衛隊の皆様には、国民の安全・安心のため日夜その任務に当たられておりますこ
と、心より感謝申し上げます。
私共も、自衛隊への理解が一層深まりますよう、今後とも協力して参ります。

（キナード R. エグルトン 前司令官）

令和８年６月４日、深和局長は６月２９日に離任するエグルトン在日米陸軍第１０支援群弾薬
廠司令官（当時）に対して、感謝状を贈呈しました。
エグルトン司令官（当時）は、令和６年６月に司令官に着任して以来、約２年間にわたり在日
米陸軍弾薬廠を維持管理及び運営する重要な責務を担いつつ、施設の安定的使用に多大なる貢献
を果たされました。
在任中には、呉市等の地元自治体と友好な関係を築き、日米の友好及び同盟強化のために多大
な貢献をされました。
上記の功績を踏まえ、このたび、感謝の意を表したものです。
また、エグルトン司令官（当時）は、次の赴任先である韓国においても、日本で培った経験や
知見を活かし、引き続き任務に精励したい旨述べられました。

令和８年６月１日、鳥取県境港市において整備が完成した「わたり保育園新園舎」の開園式が
行われ、新しい園舎の完成に寄与した工事関係者及び当局に対し、園児から手作りの感謝状が手
渡されました。
本施設は、太陽光発電設備や蓄電池などを備え、県内の保育施設で初めてエネルギー消費の収

支をゼロとする「ZEB」認証を取得し、また、非常用発電機も設置し、災害時には、福祉避難場
所として乳幼児を中心に受け入れる施設になっています。
境港市は、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第８条の規定に基づく民生安定施設

の助成事業として、事業費約８億８千万円のうち、補助金約５億９千万円を活用し本施設を整備
しました。

写真提供：境港市 写真提供：境港市

改正概要

本件に係る詳細は、防衛省ＨＰをご参照ください。
https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/i
ndex.html

〇対象防衛関係施設周辺地域（イエローゾーン）の
拡大
おおむね３００ｍ ⇒ おおむね１０００ｍ
〇罰則の創設
対象防衛関係施設（自衛隊・米軍）の敷地または
区域（レッドゾーン）の上空飛行に対する従前の罰
則に加え、イエローゾーン上空での飛行に対する罰
則を創設
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海上自衛隊の公式アクロバット飛行チーム「ホワイトアローズ」
小月航空基地の操縦教官チームで曲技飛行を披露しました。（表紙写真参照）
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令和８年度中国四国防衛局初任者現地研修

奈 義 町 共 同 墓
( 除 幕 式 )

在日米陸軍第10支援軍弾薬廠の司令官交代式

海上自衛隊の公式アクロバット飛行チーム「ホワイトアローズ」
小月航空基地の操縦教官チームで曲技飛行を披露しました。（表紙写真参照）

令和８年５月２８日～２９日の間、海上自衛隊第１術科学校、幹部候補生学校及び護衛艦「かが」
において、令和８年度中国四国防衛局初任者現地研修を実施しました。
本研修は、海上自衛隊第１術科学校において一泊二日の体験入隊を行い、自衛隊施設の見学だけで
なく、食事、入浴や朝の体操等実際に部隊の生活を体験することで、部隊の活動、現場で働く自衛官
への理解を深める貴重な機会となりました。
護衛艦「かが」の艦内見学では乗員から説明を受け、研修生からは多くの質問をするなどして、艦
艇に対する知見を広めることができました。

【研修生からの感想】
・ひとつひとつの仕事が自衛隊にどのような影響を与えるのかを感じることができ、より一層責任感を持って業
務に取り組むことができるようになった。（総務部・事務官）
・自衛隊の活動には地域の方々からの理解・協力が必要だということを再認識した。これからの業務では、自
衛隊の円滑な活動実施のためであることを意識しながら取り組みたい。（企画部・事務官）
・実際に施設を運用する自衛官がどのように使用し、どのようなことを感じるかを念頭において業務に取り組む
べきだと学んだ。（調達部・事務官）

交代式の様子

ガルソー中佐（新司令官）

令和８年６月２９日、呉市内において深和局長、新原呉市長ほか関係自治体等の方々が見守る
中、在日米陸軍第10支援群弾薬廠の司令官交代式が行われました。

令和６年６月から司令官を務めたエグルトン中佐は初めての日本での勤務は自身にとって大変
特別で意義深い経験となったことを述べると共に、駐在期間中には呉市、江田島市、東広島市の
自治体等との間に良好かつ友好的な関係を築くことができたことに謝意を示しました。

また、後任のガルソー新司令官は、部隊の任務遂行において後方支援部隊が極めて重要な役割
を担っていること及びその必要性について言及するとともに、歴代司令官がこれまで地元自治体
や関係機関との間で築き上げてきた信頼関係を継承し、さらに友好な関係の維持・発展に努めて
いきたいとの考えを述べました。また、日頃から部隊を温かく受け入れ、様々な面で支援と理解
をいただいている地元自治体をはじめとする地域住民に対し、深い感謝の意を表明しました。
さらに、自身にとって今回が日本で初めての勤務となることに触れ、日本の文化や地域との交
流を深めながら、任務に励むことを楽しみにしている旨述べられました。

エグルトン中佐（前司令官）
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中国四国防衛局 人事異動のご挨拶（令和８年８月１日付）

にべ まさき

（企画部長 丹部 将樹）

ねもと たかよし

（調達部長 根本 貴由 ）

８月１日付で調達部長に着任しました根本と申します。当局の
勤務は２度目になります。
管轄となる中国・四国地方という広範なエリアに点在する防衛
施設、及び防衛装備品の製造者、それぞれの役割と重要性を想像
すると改めて気が引き締まる思いです。
当局の調達部においては、管内に所在する防衛施設の整備及び
防衛装備品の調達に伴う監督・検査などの業務を行っており、そ
れらの業務が円滑に進むようマネジメントしてまいります。
我が国の安全保障を確保していくうえで、地元の皆様のご理解
や関係企業のご協力は不可欠であり、さらなる理解や協力につな
がるよう、これまでの経験をフル活用して全力で業務に取り組ん
でまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

8月１日付で企画部長を拝命しました丹部です。
中国四国防衛局での勤務は２度目となり、この度また広島
で勤務できることを大変光栄に思うとともに、重責に身が引
き締まる思いです。
当局管内には自衛隊や在日米軍の施設が多数所在しており、
防衛行政、自衛隊や在日米軍の活動等について、関係自治体
や地元のみなさまのご理解、ご協力が得られるよう、意思疎
通をしっかりと図りながら、取り組んでまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

中国四国防衛局 職員日記 （調達部土木課）

私は令和７年度に土木職技官として入省し、２

年目を迎えました。
主な業務は土木の調査・設計・工事の監督です。
日々、受注企業の方との調整を行いながら、現場
作業の進捗確認や完成検査の対応に当たっています。

中国四国防衛局での勤務の魅力は、なんといって
も多彩な現場経験ができることです。出張で訪れた
山口県萩市の見島や高知県土佐清水市など、普段の
生活で足を運ぶことのない地域での業務に携わり、
地域の特性を肌で感じながら仕事ができることに大
きなやりがいを感じています。監督として、工事・
業務が順調に進み、防衛施設のインフラ整備に貢献
できること、建設した新しい施設に装備品が配備・
運用される姿を見ることで国防に携わっていること
を実感できることが、この仕事の醍醐味です。また、
仕事以外では、当局のX（旧Twitter）で紹介してい
るバドミントンなどで体を動かしてリフレッシュしています。日頃のストレス発散はもちろ
ん、他の部署の職員との交流の場にもなっており、異なる職種の仕事内容を知る良い機会と

なっています。し、２年目を迎えました。

X（旧ツイッター）による情報発信

開会式 → ウォーミングアップ

中国四国防衛局では、全職員が
防衛省・自衛隊の広報官との心構
えで、若手職員が中心となって仕
事の内容や局行事など様々な出来
事をお届けしております。
是非、フォローをお願いします。

中国四国防衛局
広報

X（旧Twitter）
@chushiDB_koho

中国四国防衛局 調達部による防衛施設の整備

調達部は、調達計画課、事業監理課、建築課、土木課、設備課及び装備課の６課で構成されて
いますが、今回は、調達部のうち施設整備（装備課を除く５課で実施）に関する業務についてご
紹介します。

【事業計画】
施設の整備にあたり、ユーザーである現地の自衛隊や在日米軍の要求に基づき、施設配置の概略
検討、概算金額などをまとめた事業計画を策定します。

【調査・設計】
事業計画に基づき現地の測量などを実施し、施設配置や上下
水道などのユーティリティの打合せを経て、設計基準に基づき
設計を行い、工事図面等を作成します。

【建設工事】
作成された工事図面等に基づき入札・契約締結し、建設工事
を実施します。受注者が適正に施工しているかを確認するため、
建築・土木・設備の技官が工事現場に赴いたり、受注者から工
事書類を徴収するなどして、品質や規格が基準に達するよう監
督を行います。
なお、規模の大きい事業は事業全体の進捗管理等を事業監理
課が担当し、事業が円滑に進むようプロジェクトマネジメント
を行っています。

【検査・引渡し】
施設の完成後、事業監理課の技官が工事図面等に適合してい

るかの完成検査を行い、合格した施設を自衛隊や在日米軍に引
渡します。
また、施設の完成後も必要に応じてユーザーからの施設改良

等の相談に対応しています。

駐機場の高さの確認

滑走路エリアの側溝長の確認
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中国四国防衛局

職員採用広報活動

在日米軍基地で勤務する従業員募集のお知らせ

【採用担当から皆さまへ】
地方防衛局の仕事について皆さんに知っていただきた
く、是非、説明会にお気軽にご参加ください。
“丁寧でわかりやすい”業務説明と“どんなことでも聞
けるような温かい雰囲気”での座談会を心がけていま
す！
また、学校等への出張説明会を行うことも可能です。
ご要望などがありましたらお気軽にお申し付けください。
【お問い合わせ先】

中国四国防衛局総務部総務課人事係採用担当
☎０８２－２２３－７１０５（直通）

【２０２７年の国家一般職採用試験（大卒程度）日程】
来年の国家一般職採用試験（大卒程度）は例年より１ヶ月程度前倒しして実施されます。

・申込受付期間 ２月上旬～３月上旬
・第１次試験日 ５月２日（日）
・第２次試験日 ６月上旬～６月中旬

採用情報は
QRからも
ご確認いただけます。👉

【２０２６年度業務説明会～人事院主催～】
・業務説明会（高卒程度）
令和８年１０月８日（木）～９日（金）オンライン

・国家公務員ガイダンス（大卒程度）
（１）令和８年１０月１７日（土） ０９：００～１７：００ オンライン
（２）令和８年１１月１１日（水） １２：３０～１６：２５ 岡山大学
（３）令和８年１２月１２日（土）１２：３０～１６：２５ 広島大学
（４）令和８年１２月１９日（土） １２：３０～１６：２５ 山口大学
（５）令和８年１２月２３日（水） １２：３０～１６：２５ 広島修道大学


